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鉄地川原　清専務理事 井戸　謙之介常務理事

前　田　　豊会　　長

謹賀新年　本年もよろしく
お願い申し上げます

令和三年 元旦

茨城県大洗町　神磯 編集部（高木）撮影

頑張ろう！ ニッポン
画　落合民生 氏



　

一
般
社
団
法
人
東
京
都
溶
接
協
会

（
横
田
文
雄
会
長
）
の
第
六
十
一
回
溶
接
技

術
競
技
会
は
令
和
三
年
三
月
十
三
日
（
土
）

に
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
本
大
会

の
競
技
課
題
は
全
国
大
会
と
同
じ
課
題
と

な
る
。

　

手
溶
接
部
門
と
半
自
動
溶
接
部
門
の
総

合
優
勝
者
は
、
令
和
三
年
十
一
月
に
三
重

県
四
日
市
市
の
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
三
重
で

開
催
す
る
第
六
十
六
回
全
国
溶
接
技
術
競

技
大
会
に
東
京
都
代
表
の
権
利
を
得
る
。

●
競
技
課
題

　

両
部
門
と
も
薄
板
（
4.5
㎜
）
立
向
き

Ｉ
形
突
合
せ
継
手
裏
当
て
金
な
し
、
中
板

（
9.0
㎜
）
横
向
き
Ⅴ
形
突
合
せ
継
手
裏
当
て

金
な
し
。

●
競
技
方
法
︵
詳
細
は
手
引
き
参
照
︶

① 

競
技
時
間
は
両
部
門
と
も
45
分
以
内
で
、

練
習
、
仮
付
け
、
清
掃
を
含
む
。

② 

薄
板
の
溶
接
方
向
は
上
進
の
み
。
最
終

層
は
多
パ
ス
で
も
よ
い
。

　

ス
カ
ラ
ッ
プ
付
邪
魔
板
の
取
付
位
置
は

中
央
部
で
左
右
ど
ち
ら
で
も
可
。

　

中
板
の
ス
カ
ラ
ッ
プ
付
邪
魔
板
は
裏
曲

げ
試
験
片
の
採
取
位
置
で
左
右
ど
ち
ら
で

も
可
。
初
層
は
棒
継
ぎ
位
置
で
ア
ー
ク
を

切
り
確
認
を
受
け
て
再
ス
タ
ー
ト
す
る
。

な
お
、
初
層
の
溶
接
方
向
は
同
一
方
向
と

す
る
。

●
審
査
項
目

①
外
観
試
験

②
放
射
線
透
過
試
験

③
曲
げ
試
験

④
不
安
全
状
態
及
び
不
安
全
行
為

⑤
違
反
行
為

　

本
大
会
の
申
込
み
と
参
加
資
料
の
請
求

は
左
記
事
務
局
ま
で
。

北豊島工業高校の参加選手

第58巻第 1 号 2021年（令和３年）1　月 1　日発行　　　（　2　）

丑（
牛
）年

全国溶接競技大会を目指して出場してみませんか！

　
﹁
第
７
回
東
京
都
高
校
生
溶
接
コ
ン

ク
ー
ル
﹂
は
12
月
12
日
に
北
豊
島
工
業

高
校
で
幕
を
開
け
た
。

　

今
回
の
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
を
考
慮
し
、

本
紙
12
月
号
で
既
報
の
通
り
審
査
員

を
派
遣
し
、
参
加
各
校
で
実
施
す
る
。

（
8
校
67
名
）

　

審
査
は
2
月
8
日
に
行
い
、
外
観
審

査
、
超
音
波
探
傷
試
験
、
不
安
全
行
為

に
つ
い
て
採
点
す
る
。

　

入
賞
者
で
２
年
生
以
下
の
上
位
２
選

手
は
４
月
24
日
に
神
奈
川
県
で
開
催
す

る
、
第
11
回
関
東
甲
信
越
高
校
生
溶
接

コ
ン
ク
ー
ル
に
東
京
都
代
表
選
手
と
し

て
出
場
す
る
。

一
般
社
団
法
人　

東
京
都
溶
接
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３
│

３
６
８
５
│

５
４
４
８

　

獣
に
関
す
る
文
字
は
、
象

形
文
字
が
多
い
が
、
牛
も
例
外

で
は
な
い
。
牛
に
関
す
る
も
の

は
牛
の
部
首
に
入
っ
て
い
る
の

は
当
然
で
あ
る
が
、
牛
偏
の
文

字
の
関
係
の
な
い
文
字
が
た
く

さ
ん
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
牢
と
い
え
ば
家

畜
を
入
れ
る
﹁
オ
リ
﹂
で
牛
の

ほ
か
馬
を
入
れ
て
も
豚
を
入
れ

て
も
い
い
わ
け
で
、
牧
と
い
え

ば
﹁
マ
キ
バ
﹂
で
牛
を
放
っ
て

も
馬
を
放
っ
て
も
い
い
わ
け
で

あ
る
が
、
牛
偏
に
な
っ
て
い
る
。

　

概
し
て
、
牛
が
人
類
に
関
係

の
深
い
た
め
か
ケ
モ
ノ
全
体
を

代
表
し
て
い
る
意
味
が
現
れ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ケ
モ
ノ
の
オ
ス
を
牡
と
書
き
、

メ
ス
を
牝
と
書
く
こ
と
か
ら
も

牛
が
獣
類
全
体
を
代
表
し
て

い
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

　

さ
ら
に
考
え
を
進
め
る
と
、

牝
牡
は
牛
の
男
女
だ
け
で
な

く
獣
類
の
男
女
に
用
い
ら
れ
、

さ
ら
に
、
獣
類
以
外
の
メ
ス
、

オ
ス
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

家
庭
で
婦
人
が
で
し
ゃ
ば

り
、
や
た
ら
に
口
出
し
を
す
る

こ
と
を
戒
め
た
言
葉
に
﹁
牝ひ

ん
け
い鶏

の
晨あ

し
たす

る（
ト
キ
を
つ
げ
る
）は

家
の
索
く
る
な
り
﹂
と
い
う
の

が
あ
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
鳥
類

の
メ
ス
、
オ
ス
に
も
こ
の
文
字

を
用
い
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。

　

老
子
は
、
人
間
の
男
女
を

牝
牡
の
文
字
で
現
わ
し
て
、﹁
牝

は
常
に
静
か
な
る
を
以
て
牡
に

勝
つ
﹂
と
い
っ
て
い
る
。

　
﹁
物
﹂
と
い
え
ば
﹁
心
﹂
に

対
す
る
総
称
で
あ
る
が
、
人
間

の
知
覚
・
精
神
を
除
い
た
宇
宙

の
森
羅
万
象
す
な
わ
ち
物
が

牛
偏
に
な
っ
て
い
る
。

　

食
べ
も
の
に
つ
い
て
い
っ
て

も
ご
馳
走
に
、
大
牢
、
小
牢
の

区
別
が
あ
る
が
、
大
牢
の
滋
味

と
い
え
ば
か
な
ら
ず
牛
が
加
え

ら
れ
る
。
こ
と
に
神
に
捧
げ
る

犠い
け
に
え牲

と
い
え
ば
牛
に
決
ま
っ
て

い
た
。

　

天
子
は
天
地
を
祭
り
、
諸

侯
は
山
川
を
祭
り
、
太
夫
は
五

祀
を
祭
り
、
士
は
そ
の
先
祖
を

祭
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
に
、

犠
牛
、
肥
牛
、
索
牛
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
身
分
に
応
じ
て
の
牛

を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

も
そ
の
場
合
、
牛
は
殺
さ
れ
て

も
平
気
で
そ
の
分
に
甘
ん
じ
て

い
る
か
ら
、
そ
の
後
に
犠
牲
的

精
神
な
ど
と
い
う
言
葉
も
お

こ
っ
た
。

　

む
か
し
は
諸
侯
が
何
か
盟

事
を
す
る
場
合
に
は
、
必
ず

牛
の
耳
を
割
い
て
、
そ
の
血
を

す
す
っ
た
。
そ
の
時
、
身
分
の

卑
し
い
も
の
が
牛
の
耳
を
執
り
、

身
分
の
尊
い
も
の
が
そ
の
場
に

荏の
ぞ

ん
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が

転
じ
て
、
す
べ
て
の
事
の
盟
主

と
な
る
こ
と
を
牛
耳
を
執
る

と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。
今
日

で
も
そ
の
言
葉
が
残
っ
て
い
て

﹁
あ
の
男
に
牛
耳
ら
れ
た
﹂
な

ど
と
い
う
。

　
﹁
鶏
口
牛
後
﹂
と
い
う
諺
は
、

戦
国
時
代
洛
陽
の
人
、
蘇
秦

と
い
う
弁
士
の
唱
え
た
言
葉
で

あ
る
。

　

当
時
﹁
え
び
す
﹂
と
い
わ
れ

て
い
た
西
方
の
秦
が
、
だ
ん
だ

ん
勢
力
を
得
て
、
中
央
の
諸
国

を
恐
喝
し
、
地
を
割
く
こ
と
を

求
め
た
。
蘇
秦
は
、
始
め
秦

の
恵
王
の
と
こ
ろ
へ
遊
説
に
行

っ
た
が
、
そ
の
説
が
用
い
ら
れ

ず
、
癪
に
さ
わ
っ
た
の
で
、
燕

に
行
き
、
趙
に
行
き
い
た
る
と

こ
ろ
で
秦
に
つ
か
え
る
こ
と
の

不
利
を
強
調
し
た
。
そ
の
時
の

口
癖
の
よ
う
に
唱
え
て
い
た
の

が
、﹁
寧
ろ
鶏
口
と
な
る
も
牛

後
と
な
る
な
か
れ
﹂
と
い
う
お

題
目
で
、
大
国
の
お
尻
に
つ
い

て
ゆ
く
よ
り
は
、
小
さ
い
国
で

も
そ
の
先
頭
に
立
つ
の
が
良
い
、

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

蘇
秦
は
こ
の
説
を
も
っ
て
、

当
時
、
趙
、
韓
、
巍
、
斉
、
燕
、

楚
に
遊
説
し
、
六
国
に
縦
に
併

せ
て
西
方
の
秦
に
対
抗
し
よ
う

と
計
っ
た
。

　

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
合
従
の
説

で
こ
れ
に
対
し
て
、
六
国
を
横

に
秦
に
連
合
し
よ
う
と
し
た
の

が
、
巍
の
人
、
張
儀
の
連
衡
の

説
で
、
こ
こ
か
ら
国
と
国
な
ど

が
連
合
し
た
り
、
同
盟
を
く
ん

だ
り
、
は
か
り
ご
と
の
巧
み
に

め
ぐ
ら
さ
れ
た
外
交
政
策
を

﹃
合
従
連
衡
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。﹄

　

諸
橋
轍
次 

著

﹃
十
二
支
物
語
﹄
よ
り

溶接競技会の開催案内  東京都溶接協会

参加選手
募集中です!

東京都東京都東京都
高校生溶接高校生溶接高校生溶接高校生溶接高校生溶接高校生溶接
コンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクールコンクール

第７回

若手人材育成溶接コンクール若手人材育成溶接コンクール

「
溶
接
甲
子
園
」へ
　開
幕
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労務管理手続き及び関連法改正スケジュール
　令和3年1月以後の労務管理に関する諸手続きと、主な法改正の時期及び概略は次のとおりとなります。
　健康保険および介護保険の料率は組合ごと（協会けんぽは地域ごと）に設定されるので、改正の有無および時期については、其々
の保険者にご確認ください。

《労務管理手続き・法改正スケジュール》

時期 事　　　項 概　　　要 管轄・手続き・提出先等

1月

給与所得の源泉徴収票等の
法定調書合計票

給与や報酬、使用料等の支払いについて、支払い
調書を交付したものの内訳および合計を所定用紙
で報告

1月末日までに管轄税務署

給与支払報告の提出 地方税算出の基礎となる年間所得の報告 1月末日までに各市区町村

給与所得の源泉徴収票交付 年末調整結果の通知 給与所得者に交付

粉塵作業従事者の
健康管理実施報告

所定用紙で対象業務に従事する労働者の健康
管理状況について報告

管轄の労働基準監督署

育児休業時間単位取得 育児休業の取得単位は半日からとしていた
が、改正後は時間単位の取得が可能

労働基準監督署

2月
年度末退職者の退職金源泉徴収
及び支払い報告

退職所得に関する申告書も併せて作成して保管 管轄税務署

4月

労働保険料の年度更新
前年度に支払った賃金を集計し、確定保険料を算
出し、当年度の概算保険料を算出し納付

労働基準監督署または労働保険事務組合

時間外労働の上限規制が
中小企業に適用

時間外労働の上限規制が2021年4月1日から中小
企業にも適用

労働基準監督署

中小企業におけるパートタイム・
有期雇用労働法の適用

１．不合理な待遇差の禁止
２．労働者に対する待遇に関する説明義務の強化
３．�行政による事業主への助言・指導等や裁判外
紛争解決手続

労働基準監督署

6月

労働者派遣事業報告及び
登録更新手続

所定用紙で前年度の派遣事業実績及び、6月1日時
点での現況を報告

都道府県労働局

地方税額変更 前年所得から算出された税額への変更 給与計算時

労働保険概算確定保険料の
申告納付（6月1日〜7月10日）

前年度に支払った賃金を元に算出した労働保険料
申告書を提出

労働基準監督署または労働保険事務組合

高齢者・障害者雇用状況報告
6月1日現在の高齢者と障害者の雇用状況を所定
の書式で報告。障害者の報告義務は常時使用者数�
50人以上の事業所

公共職業安定所

7月 社会保険算定基礎届
4月から6月に支払われた賃金を平均して、当年9
月より適用される標準報酬月額を算出

年金事務所・健保組合・厚生年金基金等

8月 雇用保険給付日額の見直し
失業等給付、雇用継続給付の基礎となる日額の上
限見直し

公共職業安定所

10月

算定基礎届を反映した
標準報酬月額の変更

上記厚生年金保険料率の変更に加えて、適宜等級
の変更が実施

保険料は、原則として翌月引き去りとな
るため、10月給与より控除額変更

最低賃金額改定
各都道府県別、産業別に設定される最低賃金の見
直し

該当者の給与額の見直し。改定日は都道
府県毎に異なるので要注意

11月 労働保険料第2期納付 分割した保険料の納付 労働基準監督署または労働保険事務組合

2022年
2月 労働保険料第3期納付 分割した保険料の納付 労働基準監督署または労働保険事務組合

１
日
▽
元
日　

年
賀　

初
詣

２
日
▽
初
荷　

初
夢　

書
初
め

　
　
　

皇
居
一
般
参
賀

４
日
▽
官
庁
御
用
始
め

５
日
▽
初
水
天
宮

６
日
▽
東
京
消
防
出
初
式

　
　
　

高
崎
だ
る
ま
市

７
日
▽
七
草

　
　
　

福
岡
太
宰
府
天
満
宮
う
そ
替
え

８
日
▽
学
校
始
業

　
　
　

初
薬
師

　
　
　

東
京
鳥
越
神
社
と
ん
ど
焼

９
日
▽
京
都
西
本
願
寺
報
恩
講（
〜
16
日
）

　
　
　

宵
え
び
す

10
日
▽
１
１
０
番
の
日

　
　
　

十
日
え
び
す

11
日
▽
成
人
の
日

　
　

▽
鏡
開
き　

蔵
開
き

14
日
▽
仙
台
ど
ん
と
祭

15
日
▽
小
正
月

　
　
　

小
豆
が
ゆ

16
日
▽
や
ぶ
入
り

　
　
　

真
宗
本
派
親
鸞
聖
人
忌

17
日
▽
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

18
日
▽
初
観
音

20
日
▽
大
寒

21
日
▽
初
大
師

22
日
▼
ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士
溶
接
技
能

　
　
　

競
技
全
国
大
会

23
日
▽
奈
良
若
草
山
焼
き

24
日
▽
東
京
巣
鴨
と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
大
祭

　
　
　

初
地
蔵

25
日
▽
初
天
神

　
　
　

東
京
亀
戸
天
神
う
そ
替
え

26
日
▽
文
化
財
防
火
デ
ー

27
日
▽
国
旗
制
定
記
念
日

※�

行
事
・
祭
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一般社団法人　東京都溶接協会
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2021年　JIS溶接技能者評価試験・各種講習会予定表

JIS評価試験 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ＪＩＳ 溶 接 評 価 試 験
（アーク・半自動・ステンレス）
東 京 都 溶 接 協 会 会 場

6･7
（土･日）

20･21
（土･日）

3･4
（土･日）

10･11
（土･日）

15･16
（土･日）

5･6
（土･日）

13㈰

3･4
（土･日）

17･18
（土･日）

7･8
（土･日）

18･19
（土･日）

2･3
（土･日）

16･17
（土･日）

7㈰
20･21

（土･日）

4･5
（土･日）

11･12
（土･日）

ＪＩＳ 溶 接 評 価 試 験
（アーク・半自動・ステンレス）
職業能力開発センター会場

20㈯
（50名）城東

21㈰
（70名）多摩

8㈯
（50名）

城東

28㈯
（50名）

城東

5㈰
（70名）

多摩

6㈯
（50名）

城東

JIS評価試験の申込締切りは1ヶ月半前です。※日程等は、お電話にてご確認ください。（新型コロナ感染拡大のため変更が生じることがあります。）
※受付は受験日の3ヶ月前から開始します。（例…10月の受付は7月1日より開始します。）

各種講習会 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ボ イ ラ ー 溶 接 士
受 験 準 備 講 習 会

13･14
（水･木） 開催予定

ガ ス 溶 接 作 業 主 任 者
受 験 準 備 講 習 会 開催予定

WES 8103溶接技術者
（ 1  級 ） 講 習 会 開催予定

WES 8103溶接技術者
（ 2  級 ） 講 習 会 21㈬～23㈮ 開催予定

ＪＩＳ 受 験 準 備 講 習 会
手 ア ーク  A 2 F（ V・H ）
半 自 動  S A 2 F（ V・H ）

9㈫ 13㈫ 8㈫ 開催予定 開催予定 開催予定

※上記日程は予告なしで変更する場合がありますので受験日等は、お電話でご確認のうえお申し込みください。
※職業能力開発センター（城東）試験場の場合、新規受験と受験科目の制限がありますので必ず当協会に確認をしてください。
◎窓口受付時間：平日 午前９時から午後５時まで　　◎休業日：土曜日・日曜日・祝日

0 0 0 0 0

2021年

定期自主検
査者安全教育を受けて

ステッカーを貼ろう定期自主検
査者安全教育を受けて

ステッカーを貼ろう

定価
200円
（税別）

─ 公益社団法人ボイラ・クレーン安全協会 ─

─ 貼るときの注意事項 ─
１．ステッカーを貼付する箇所の埃、油はきれいに拭き取ってください。
２．ステッカーの全面が密着するように、平面のところで丁寧に貼付してください。

　定期自主検査を行うためには、クレーン等の点検に関する充分
な知識が必要です。
　この定期自主検査を行うに必要な知識等を付与するために、当
協会の各事務所では、厚生労働大臣が定めた定期自主検査指針に
沿い、厚生労働省労働基準局長が定めたカリキュラムに基づく天
井クレーンおよび移動式クレーンの定期自主検査者安全教育を
行っております。
　また、当協会の行った上記教育を修了された方には、クレーン
等の定期自主検査を実施したときに貼付するステッカーを販売し
ていますのでご活用ください。

（注） クレーン等による労働災害を防止するため、クレーン等安全規
則ではクレーン等について、１年以内ごとに１回および１月以
内ごとに１回、定期に自主検査を行うよう定められています。

─ 開催のご案内 ─
　平成31年２月１日以降は、墜落制止器具のうち、
フルハーネス型のものを用いて行う作業は、特別
教育が必要になりました。
　当協会でもフルハーネス型安全帯使用作業に係
る特別教育を実施して
います。この機会に受
講のご検討をいただけ
ますようご案内申しあ
げます。
　受講に関するお問い
合わせは、下記の開催
事務所の電話番号にお
願いいたします。

福島事務所 2/10
〒963－054
郡山市喜久田町卸3-39
TEL：024－963－1855

いわき事務所 2/22
〒971－8181
いわき市泉町本谷字作123
TEL：0246－58－9300

「フルハーネス型安全帯
使用作業の特別教育」


